
編集後記

『国際経営論集』第37号をお届けします｡本

号は､2009年 3月末をもって定年退職される本

学部教授三村異人先生ならびに復本一郎先生の

退職記念号として編集しております｡退職され

る2名の先生方からの特別寄稿をふくめて論文

11編､および研究ノー ト･資料5編､あわせて

16編の論稿を掲載することができました｡経営

学部長の冒頭讃辞をはじめ､原稿をお寄せいた

だいた先生方には感謝とお礼を申し上げます｡

この編集後記でもたびたび触れたことですが､

情報の発信 ･伝達 ･交換の手段は､紙媒体から

電子媒体へと急速に移行しつつありますC情報

のデジタル化は､その利便性のゆえにますます

拡大 ･加速すると思われます｡伝来の紙媒体に

よる学術紀要の編集にかかわるものとして､こ

のような情報のデジタル化の進展に充分対応し

てきたのかと自問すると､内心性恨たる思いが

します｡

神奈川大学でも2009年度より学術機関リポジ

トリが開始され､学内紀要をふくめた大学研究

機関の学術論文が本格的に電子情報化されます｡

しかし､紙媒体の情報がそのままデジタル化さ

れれば ｢情報化｣対応になる､とは思われませ

ん｡従来の慣行 ･手順を踏襲Lで情報をデジタ

ル化してみても､検索 ･共有 ･利用にすぐれた

情報とはならないと思われるからです｡デジタ

ル対応とするには､論文の書式から見直す必要

がありますOちなみに､本論集第35号の編集後

記で､論文要旨やキーワー ドを添付することを

お勧めしたのは､そのような意図からでした｡

残念ながら､編集委員の非力から､情報のデジ

タル化にふさわしい論文書式の埠案まではいたっ

てはおりませんo編集委員会の今後の課題の一

つと考えますo

********************************

すでにお気付きのように､本号では2008年10

月に突然逝去された経営学部准教授太田正孝先

坐-の哀悼の意を表するために､先生との関係

の深い方々からの追悼文を掲載しております｡

太田先生の学部 ･大学院での研究 ･教育活動に

ついては経営学部長ならびに経営学研究科委員

長からの､また大学管理運営業務については工

学研究科委員長からの､そしてその人物像につ

いては同僚の経営学部教員からの､寄稿をそれ

ぞれいただきましたo記して感謝しますととも

に､太田先生のご冥福をお祈りいたします｡

2008年度は､経営学部の創設以来長年にわたっ

て尽力された2名の先生が定年退職を迎えられ､

また1名が惜しくもその道半ばにして逝かれ､

さらにもう1名が同じ学内ながら他学部での活

躍を期待されて枚を分かつことになりました｡

しかし､4月には新しく3名の先生方を経営学

部にお迎えすることになっております｡私情の

被う歴で申し訳ありませんが､好きな言葉を記し

て､編集後記の末尾とさせていただきます.
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